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トピックス

平成 30 年 7月豪雨災害 一丸となって早期復旧

　7 月６日（金）から７日（土）にかけて管内５府県（広島県、岡山県、鳥取県、兵庫県、京都府）

に大雨特別警報が発令され、今まで経験したことのない豪雨により、広範囲にわたり未曾有

の甚大な被害が発生しました。特に被害が大きかった広島森林管理署管内の国有林において

は、大雨直後から、被害の状況調査や応急処置などの対応が続く状況となりました。

　

　7 月９日（月）から府県と合同でヘリコプター調査（兵

庫県、広島県、京都府、岡山県）を実施するとともに、

各森林管理署等において地上からの現地確認やドローン

を活用した上空からの被害状況の確認を実施しました。

また、被害状況の確認には、国有林防災ボランティアの

ご協力もいただいたところです。

　7 月 31 日（火）からは「山地災害対策チーム」を結成し、第 1 陣（滋賀森林管理署、京

都大阪森林管理事務所、鳥取森林管理署、山口森林管理事務所の治山担当職員）を広島森林

管理署へ派遣し、現地で本格的な災害調査を展開しています。

　近畿中国森林管理局管内の国有林被害は、まだ全容の

すべてが明らかになっていませんが、8 月 9 日の時点で、

路肩決壊などの林道被害が 427 箇所、土砂の崩落などの

林地被害が 278 箇所となっています。道路の通行止めに

より被害調査が難しい箇所もあり、被害は今後さらに増

える見通しですが、全力で被害状況を把握し、一日も早

く被災者の方に、安全で安心な暮らしが取り戻せるよう

組織一丸となって早期復旧に向けて取り組んで参ります。

豪雨災害でお亡くなりになられた方、そのご家族の皆様に謹んでお悔やみ申し上げます。

また、けがや家屋の倒壊等の被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げます。

　　　野路山国有林 （広島県呉市）

　　　日ノ浦山国有林 （広島県海田町）
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7 月豪雨災害対応状況　

上空から嵩山 ( かさみやま ) 国有林 （広島県 熊野町）

を調査　　大規模な山地災害が発生

広島森林管理署では、 7 月 10 日ヘリコプターによる

上空からの森林状況調査を広島県森林保全課と合同

で実施

山地災害対策チーム結成式 （第一陣メンバー）

広島森林管理署長が各署等から派遣された職員に謝

意を伝える

　　　山地災害対策チームによるミーティング

　　　先ずは、 机上で調査区域の確認

　被害地を調査し復旧計画を検討

　35 度を超える猛暑日が続く中で、 調査を実施

　嵩山国有林 （広島県 熊野町）

　　早期復旧に向け全ての被害箇所を確認

　　流木と土砂の堆積地も多数発生

　　立石山国有林 （広島市安芸区 瀬野町）
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【資源活用課】

　わが国の森林資源は、終戦直後から高度成長期にわたり伐採の跡地に植えられた人工林を

中心に、総蓄積量が約 49 億 m3 に達し、毎年約１億 m3 増加しています。

　人工林の面積の半分は木材生産に適した 50 年生以上になっており、資源として本格的な

利用期を迎えています。

　このような状況の中で、利用期を迎えた豊富な森林資源を安定的に利用するため、機械化

と効率的な木材搬出技術の開発が期待されています。

　わが国の林業では従来、急峻な地形や小規模な作業単位などの条件による制約などから機

械化は困難と指摘されてきましたが、近年、路網と林業機械を組み合わせた搬出方法が定着

してきました。近畿中国森林管理局においても、これらの中から優良な事例を収集して事業

体に普及するなど、この取組に協力しています。

①林道を起点にして森林内に作業道を作設→②伐倒した木を、枝葉をついたまま「スイング

ヤーダ」で作業道へ引き出す→③「プロセッサー」で枝を落とし一定の長さに切って丸太に

加工する→④作業道を「フォワーダ」で運搬する→⑤「グラップル」でトラックに丸太を積

み込む→⑥林道を使ってトラックで運び出す。

森から木材を運び出す　

①

路網と林業機械を組み合わせた木材搬出の例

②

④

⑤

⑥

③

資料 ： 研修教材 2010　森林作業道づくり　一般社団法人　フォレスト ・ サーベイを改変
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　「ドローン講習会」
　林野災害時等の活動支援協定

【石川森林管理署】
　先月の「森のひろば 1109 号」で紹介した、

「林野等災害時等における無人航空機等を活用

した活動支援に関する協定」の一環として、

８月１日、白山一里野温泉スキー場ドローン

飛行場において、白山市、白山野々市消防本部、

石川農林総合事務所の職員合わせて２３名が

参加し、猛暑の中、ドローン講習会を開催し

ました。

　講習会では、ドローンの飛行に関する法律

とルール、ドローンの基本操作について座学

を行い、石川森林管理署に配備されているド

ローン３台を使って、３班に分かれて約１時

間半に渡り、ドローン操作を行いました。

　講習会に参加した白山市の職員からは、

「思ったより操作は簡単で使い易い。災害が発

生した時に危険で近づけない場所や、上空か

らの状況が確認できるなど、ドローンの有効

性を認識した。ドローンを導入して災害等の

調査に役立てていきたい」などの感想をいた

だきました。

　石川森林管理署では、白山市との活動支援

協定締結後、７月の豪雨災害発生以降に災害

調査の要請を受け、７月１８日にドローンを

活用した災害調査を実施したところです。

　今後も引き続き、白山市や石川県と連携し、

ドローンを活用した森林被害状況の把握や

データの提供等の支援に取り組んでまいりま

す。

ニュース
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【福井森林管理署】
　福井森林管理署とふくい林業カレッジは、

森林・林業の技術の普及、人材の育成等を図

ることを目的に、連携と協力に関する協定を

締結しました。（森のひろば 1108 号で紹介）

　

　この協定に基づく協力の一環として、平成

３０年７月２５日、大野市の湯上国有林で「３

D 地上レーザーを利用した森林調査の現地勉

強会」を開催しました。この勉強会には、カレッ

ジ研修生のほか福井水源林整備事務所、福井

県の職員も参加し、午前は「3D 地上レーザー」

を利用して林分調査を行いました。

　

　福井森林管理署職員による使用機器の説明

の後、カレッジ研修生に実際に触れてもらい

ながら林内を調査しました。調査方法は、レー

ザーを照射する機器を一定時間静止させて計

測し、およそ１０ｍ間隔毎に移動して同じ動

作を繰り返すものです。機体は 4 キロ弱と軽

量で、移動の負担は少ないようですが、斜面

に対して垂直を保つ

こと、レーザー照射

中は調査者の挙動が

影響しないよう静か

にじっとしているこ

とが求められるなど、

従来の山野を駆け回

る調査方法とは対照

的な特徴もあり、カ

レッジ研修生をはじめとする参加者は慣れな

い機器に苦労しながら調査を行っていました。

　午後は使用機器とパソコン（以下 PC）を

連携して、調査した林分のデータ確認、林分

内容の分析を行いました。「どのような成果と

なっているのか」等の不安もあったようです

が、PC のディスプレイ上に出力された樹木の

形状や位置関係、地形の再現画像や動画によっ

て、リアルな森林が再現されていることに驚

いていました。また、胸高直径や樹高データ

を取り込んでいることにより、短時間にその

区域の森林蓄積や材積も試算できるなど、PC

持参であれば現場で確認できるメリットがあ

ることにも関心を寄せていました。　

　ICT（情報通信技術）等の先端技術を活用し

た森林施業の効率化・省力化は今後一層進ん

でいくものと予想されます。今回の勉強会が

「スマート林業」（森林施業の効率化・省力化

や需要に応じた高度な木材生産等を可能にす

る林業）の推進のきっかけになることを期待

しつつ勉強会を終了しました。

　「3D 地上レーザー」で

　　森林調査の勉強会

　３D 地上レーザーとは

レーザーを照射することによって、 照射された

範囲 （30 ｍ程度） の、木の高さ、直径、曲がり、

本数がわかる。

よって、調査したい区域を、一定間隔でレーザー

を照射すると、 調査区域全体の本数や材積が

積算できる。
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【広島北部森林管理署】

　平成３０年７月２５日（水）広島北部森林

管理署とアサヒグループ「アサヒの森環境保

全事務所」（松岡洋一郎所長）と広島水源林整

備事務所（酒井文司所長）の共催により、庄

原市にあるアサヒの森「甲野村山」において、

庄原市立比和小学校の５～６年生１２人を対

象に「森と水の学習会」を開催しました。

　最初に、NPO 法人びほく・森のサポーター

ズが、紙芝居「雨の子レイン坊やの冒険」と

クイズで森林の保水機能を説明し、続いて、

アサヒグループのスタッフによる「水の浄化

実験」を体験し、泥水が土壌によって浄化され、

きれいな水で落ちてくる様子を観察しました。

　その後、広島水源林整備事務所が「森林の

はたらきとセンターの仕事」を説明し、児童

からは「水が小さな穴を伝って浸み込んでい

くことが分かった。」、「森の土壌は、ろ過をす

る役割があることが分かった。」と感想があり

ました。

　午後からは、「生活の知恵」と題して、地元

の八川さんの話を聞き、児童達は、背負子（しょ

いこ）で薪を背負ってみたり、かごの中身を

楽にひっくり返す方法を体験しました。

　また、木を枯死させる「巻枯らし」も体験し、

のこぎりで切り目を入れた樹皮を引っ張ると

きれいに剥がれ、歓声が上がりました。また、

剥いだ皮には水分がたくさんあり、びっくり

していました。

　最後は木工教室。広島

北部森林管理署職員の指

導の下、木の輪切りを

使ってワニなどの顔がで

きあがりました。

　終わりに児童から、「飲

める水は地球全体の０．０１％。水を大切にし

たい。」、「皮を剥いで枯らす大変な作業を知っ

た。」、「新たな学びがあった。森を守っていこ

うと思う。」などの感想が発表されました。

　

森林の中で
「森と水の学習会」開催　
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＊産学官共催セミナー
　　　　～国産早生樹センダンの使い道～

　従来の造林樹種よりも短期間で収穫でき、材
　質も良いなど、新たな造林樹種として大き
　な可能性を秘める早生樹センダン。
　
　センダン植林の普及には、低質材から高品
　質材まで、多様な用途開発も必要です。
　
　本セミナーでは、木質ボード
　や合板などの　新たな活用方
　法について議論します。
　
　日時：平成 30 年 9 月 14 日（金）13:30 ～ 16:45 

　会場：大阪港木材倉庫株式会社 2 階 会議室
　　　　大阪市住之江区平林南 1 丁目 1-52
　定員：7 ０人（要事前申し込み）

＊「国有林の森林計画に関する地域懇談会」
　参加者募集のお知らせ
　

　住民参加の森林づくりを進めるため、地域の
　皆様からのご意見・ご要望をお伺いする「国
　有林の森林計画に関する地域懇談会」を開
　催します。
　各森林計画区の市町村にお住まいの方や国
　有林野事業にご関心のある方であればどな
　たでも参加できます。
　ぜひご参加いただき、ご意見をお聞かせく
　ださい。
　
　懇談会を実施する地域、開催日時及び場所
　申込み方法等
　「国有林地域懇談会」で検索！

各地のイベント

各イベントの内容については近畿中国森林管理局の

ホームページをご覧ください。

または、それぞれの QR コードでご検索ください。

＊大台ヶ原・大杉谷の森林再生応援団
　参加者募集
　近年、ニホンジカ（以下「シカ」という。）
　の急激な増加に伴い森林生態系への被害が
　深刻化しています。
　そのため、三重森林管理署と近畿地方環境
　事務所では、防鹿柵の設置や樹木へのネッ
　ト巻きなど自然再生への取組を実施してい
　ます。
　これらの取組を一般の方に　
　知っていただくことを目的に、
　樹木のネット巻きなどを実施
　する森林ボランティアを募集
　します。 
　日時：平成 30 年 9 月 29 日（土）10:40 ～ 15:30

　場所：大台ケ原及び大杉谷国有林
　受付：大台ヶ原ビジターセンター前
　募集人数：３０人

ササ刈りネット巻き

お知らせ
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シリーズ　『国有林 最前線！』

　三重森林管理署　飛鳥森林事務所　　森林官　楢木野俊昭
　飛鳥森林事務所は、三重県南部の熊野市に所在し、熊野市、御浜町、紀宝町の国有林６団地、約 3,374ha、

官行造林５団地の約 87ha を管轄しており、西は奈良県、南は和歌山県境と接しています。

　管内には、「日本美しの森お薦め国有林」のひとつの七里御浜（しちりみはま）国有林があり、熊野市、南牟

婁郡御浜町、同郡紀宝町の間に約 25km 続く、「日本で一番長い砂礫海岸」として、「日本の渚 百選」にも選定

されている七里御浜海岸と一体的な景観をなしています。

　七里御浜国有林は、松林が白浜に美しく映え、防風保安林として民家

等を強風や潮害から守り、松林の中には散策路が整備され地元の方々の

憩いの場として親しまれています。松林では松くい虫被害が問題となっ

ており、三重県や関係市町と連携し、松枯れ発生を予防する薬剤を樹幹

に注入する防除や、危険木及び腐朽木を除去し林内の安全確保と景観の

維持を図る修景伐事業等を行い、年間を通して被害対策等を進めていま

す。

　このほか、熊野市、御浜町、紀宝町、三重県、環境省、三重森林管理署で「七里御浜松林を守る協議会」を締結し、

松林を守り育てるため抵抗性クロマツ苗を植えたり松林の手入れを行う「七里御浜防風林ＧＧ（グリーン・グ

ロー）作戦」や、環境省及び周辺自治体との協力でウミガメ産卵前に海岸の清掃作業活動を行う「七里御浜一

斉クリーン作戦」、市民ボランティア団体による清掃活動などが行われています。

　広島森林管理署　　～7月豪雨　再び大規模災害　～　
　
　広島森林管理署は、広島県の北西部から南東部に広がる約２８，７００ｈａの国有林と約１，６００ｈａの公有

林野等官行造林地を管理経営しています。

  管内の北には恐羅漢スキー場を抱える安芸太田町の雄大な自然美、南には世界遺産宮島の風景林、そして東に

は映画のロケ地にも多く使用される福山市鞆の浦周辺など、特色ある森林を有しています。当署では、管内の

森林が有する様々な公益的機能を発揮させるため、周辺の民有林と連携した事業を行うなど、効率的かつ適切

な森林整備を行っています。

　また、平成２６年に広島市北部を襲った広島豪雨災害では国有林にも大きな被害が生じましたが、その直後

から地域住民の皆様の安全確保のための治山事業を精力的に進めてきたところです。

　その記憶もまだ新しい中、今回再び発生した平成３０年７月豪雨災では、平成

２６年とは比べものにならないほどの広範囲で約 150 箇所 (8 月 9 日時点）の

土砂崩壊等が当署管内で発生しました。今回も発生直後に全体の状況把握のため

ヘリを飛ばすとともに、現地に職員を派遣して被災状況の詳細な把握を早急に行

いました。あわせて、２次災害防止等のための応急復旧事業を迅速に進めている

ところです。このように広範囲かつ多数の被害箇所での対応を余儀なくされてい

ますが、関係機関と連携しつつ最適な復旧方法を検討し、地元の方々が一日も早

く安全で安心な暮らしを取り戻せるよう、職員一丸となって全力で復旧事業に取り組んで参ります。

七里御浜国有林

野路山国有林


